
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉・介護事業所等における 

業務継続計画（ＢＣＰ） 

小 樽 市 
令和２年１２月 

～共通編～ 

作 成 の 手 引 き 



   

 

１． 本書の位置づけと構成 

 本書は、各福祉・介護事業所において新型コロナウイルス等感染症や自然災害により人員や物資等の

資源が不足し事業継続が困難になる場合に備え、活用できる資源の把握と事業を復旧・継続させるため

の優先すべき事業について整理し、そのための組織体制や事前対策等を定めた業務継続計画（ＢＣＰ）

の策定に資するため作成されたものです。 

 別冊、「感染症編ＢＣＰモデル」、「自然災害編ＢＣＰモデル」ではそれぞれの事業所において新型コロ

ナウイルス等感染症・自然災害に対して備えるべき項目を整理しており、これらモデルの項目を記載す

ることでＢＣＰが策定可能な仕様となっております。策定に際しては手引きに記載の各項目記載例及び

記載のポイントを参考としつつ、各事業所の規模、立地その他個別の状況を踏まえて組織的に検討を重

ねることが推奨されます。 

また、新型コロナウイルス等感染症・自然災害対策においては入所・居住系サービス事業所における

対策が網羅的であるため、入所・居住系サービス事業所での対策を前提として項目を整理しています。

各事業所でのサービス内容に合わせて適宜項目の追加・修正・削除など加工しながらご活用ください。 

 なお、新型コロナウイルス等感染症と自然災害ではその対策内容及び対応場面等が異なるため、手

引き・モデルについてそれぞれ「感染症編」と「自然災害編」に分冊可能な構成となっております。 
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＜本手引き・モデルの構成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 概要 

感染症編 作成の手引き 
モデルの作成方法の解説を示します。記載例も掲載しておりますの

で、参考にしてください。 

感染症編 モデル 

感染症対応を想定した平時（事業所内での発生前）対応および、施
設内で感染症発生時の対応について、福祉・介護事業所等が準備すべ
きＢＣＰのひな形を提示します。 
項目を埋めていくことで一通りのＢＣＰが作成できます。 

感染症編 様式集 
日々使用する記録様式のひな形も付録として掲載しています。複数

枚印刷し、事業所内の記録用紙としてご使用ください。 

自然災害編 作成の手引き 
モデルの作成方法の解説を示します。記載例も掲載しておりますの

で、参考にしてください。 

自然災害編 モデル 

地震・風水害・雪害等の自然災害を想定した平時対応および、災害
発生時の対応について、福祉・介護事業所等が準備すべきＢＣＰのひ
な形を提示します。 
項目を埋めていくことで一通りのＢＣＰが作成できます。 

自然災害編 感染症編 

モデル 

（ひな形） 

共通 

様式集 

（日々の記録） 

手引き 

（解説） 
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２． 福祉施設等における事業継続計画（ＢＣＰ）について 

ＢＣＰとは「平時の対応」と「緊急時の対応」の検討を通して、①事業活動レベルの落ち込みを小

さくし、②復旧に要する時間を短くすることを目的に作成された計画書です。 

施設等では新型コロナウイルス等感染症や自然災害が発生した場合、一般に「業務量の増大や制

限」「人手不足」などにより利用者へのサービス提供が困難になると考えられています。 

一方、利用者の多くは日常生活・健康管理、さらには生命維持の大部分を施設等の提供するサービ

スに依存しており、サービス提供が困難になることは利用者の生活・健康・生命の維持に支障をきた

すことに繋がります。 

上記の理由から、他の業種よりも福祉・介護事業所はサービス提供の維持・継続の必要性が高く、

実効性の高いＢＣＰを準備することが求められています。 

 

 

 

 

３． 本書の対象（施設・事業所単位） 

本ＢＣＰ様式は施設・事業所単位で作成することを前提としています。なお、複数の施設・事業所を

持つ法人では、法人本部としてのＢＣＰも別途作成することが望まれます。 

 

【参考】法人本部ＢＣＰと施設・事業所単位のＢＣＰの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ施設 

ＢＣＰ 

Ｂ施設 

ＢＣＰ 

社会福祉法人●●会 

ＢＣＰ 

Ｃ施設 

ＢＣＰ 
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４． 非常災害対策計画・避難確保計画と重複する内容について 

 自然災害編のモデル・手引き内の項目には非常災害対策計画・避難確保計画と重複するものがありま

す。これらの項目について記載する際には既に他計画で定めている内容を転記しても構いませんが、改

めて内容を精査し現状に則したものに書き換えることを推奨します。 

 なお、非常災害対策計画・避難確保計画と重複する項目には「※」・「（避）」印を付けており、目次で

もご確認いただけます。 

※※ 厚生労働省より、非常災害対策計画において最低限盛り込むべきとされている内容 

※ 北海道保健福祉部による「社会福祉施設における非常災害対策計画の策定の手引き」で非常

災害対策計画において盛り込む例として挙げられている内容 

（避） 避難確保計画において最低限盛り込むべきとされている内容 

 

 

５． 事業種および事業形態の別について 

 本モデルは事業種を高齢者関係事業所、障害福祉事業所、児童福祉事業所、またそれぞれの事業形態

について入所・居住系、通所系、訪問・相談系すべてを対象としています。ＢＣＰ策定に際し、高齢者

関係・障害福祉・児童福祉それぞれの事業種で踏まえるべきポイントは基本的に同一のものですが、適

宜自事業所の状況に合わせて追加・削除・修正を行ってください。 

また、新型コロナウイルス等感染症・自然災害対策においては入所・居住系サービス事業所における

対策が網羅的であるため、入所・居住系サービス事業所での対策を前提としてポイントを整理していま

す。通所・訪問サービス事業所固有で対策を検討しなければならない項目については巻末にまとめて記

載していますので、該当事業所ではご参照ください。 
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